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「新型コロナの死亡数急増」→重症化しやすい人の意外な共通点とは？ 

人生 100 年時代は、健康こそ最大の資産です。しかし 40 歳を越えると、がん、糖尿病、腎

臓病といった病気を避けては通れません。国立がん研究センターによれば、40～49 歳のが

ん患者数は、30～39 歳と比べると 3倍以上です（2020 年）。もちろん 50 代、60 代と年齢

を重ねるにつれ、がん患者数はどんどん増えていきます。 

本連載は、毎日の食事から、大病を患ったあとのリハビリまで、病気の「予防」「早期発見」

「再発予防」を学ぶものです。著者は、産業医×内科医の森勇磨氏。初の単著『40 歳から

の予防医学 医者が教える「病気にならない知識と習慣 74」』を出版し、感染症医・神戸大

学教授の岩田健太郎氏が「安心して読める健康の教科書」と推薦文を寄せています。出版

を記念し、内容の一部を特別に公開します。 

●死亡者数は、インフルエンザの 15 倍！ 

 新型コロナの死亡数について、非常に恐ろしい報告がされました。 

 昨年の 5月から感染症法上の位置付けが 5類となった新型コロナウイルスですが、その

後 2023 年 5 月～24 年 4 月の 1年間で、死者数が計 3万 2576 人に上ったことが厚生労働省

の人口動態統計で判明しました。同時期に流行したインフルエンザと比較すると、インフ

ルの死者数は 2244 人。 

 およそ死亡数だけ比較すると、コロナでの死亡者はインフルの 15 倍となっております。 

 5 類になってから我々の日常生活での制約は解除され、まるでコロナの大流行は収束し

たかのように考えられていますが、水面下では感染は収まっておらず、蓋を空けてみれば

死亡数だけとって見るとこのような結果になってしまっています。 

 ただ、冷静に考えれば新型コロナというウイルスの「本質」が大きく変わった訳ではな

く、「扱い」が変わった側面の方が大きい訳です。 

 我々は以前のようにテレビで日ごとに感染者数を追う習慣がなくなったこと、5類感染

症へと「扱い」が変わったことで新型コロナの脅威から目を背けているだけなのかもしれ

ません。 

 とはいえ、「以前の緊急事態宣言の時のような閉塞的な生活はもうできない」と思われて

いる方が多いのも事実でしょう。 

 そこで今回は、新型コロナを改めて「正しく適切に恐れる」ために、新型コロナの対策

について改めて復習しておきましょう。 

 まず、特に新型コロナについて対策しておく必要がある重症化リスクの高い方について、

改めて整理をしておきましょう。重症化リスクが高いのは、以下の基礎疾患を持っている

方です（※1）。 

1. 慢性の呼吸器の病気 

2. 慢性の心臓病（高血圧を含む。） 

3. 慢性の腎臓病 

4. 慢性の肝臓病（肝硬変等） 

5. インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病又は他の病気を併発している糖尿病 

6. 血液の病気（ただし、鉄欠乏性貧血を除く。） 



7. 免疫の機能が低下する病気（治療中の悪性腫瘍を含む。） 

8. ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受けている 

9. 免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患 

10.神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた状態（呼吸障害等） 

11.染色体異常 

12.重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知的障害とが重複した状態） 

13.睡眠時無呼吸症候群 

14.重い精神疾患（精神疾患の治療のため入院している、精神障害者保健福祉手帳を所持し

ている、又は自立支援医療 

（精神通院医療）で「重度かつ継続」に該当する場合）や知的障害（療育手帳を所持して

いる場合） 

 こうして一見すると、肺や呼吸に関わる病気だけではなく、高血圧や糖尿病といった生

活習慣病も重症化リスクの一つです。 

いったいなぜなのでしょうか？ 

●いったいなぜ？ 対策は「これ」だ！ 

 新型コロナは肺だけではなく血管にもダメージを与え、脳梗塞や心筋梗塞のリスクを上

げる病気です。 

 高血圧で普段から血管にプレッシャーがかかっている人、糖尿病で血液の中に糖分が多

く、血管が糖分によって痛めつけられている人は血管にダメージが加わっているので要注

意。また、肥満（BMI30 以上）の人も重症化リスクが高いとされています（※1）。 

 BMI とは体重（kg）を身長（m）で 2回割った数値。あなたは 30 を超えていないでしょ

うか？ 

 40 万人以上のデータを対象にした研究でも、太っている人や歩く速度が遅い人は新型コ

ロナ罹患時の重症化リスクが高かったという報告（※2）も存在します。 

 コロナの感染を恐れて家に引きこもりがちになっている生活というのも、運動不足や在

宅太りなどにより、結果的に感染した時のリスクを上げてしまうので、必ずしもコロナ対

策としてベストな選択とは言えないでしょう。 

 もちろん、冬場をはじめとした感染流行期は電車や職場などの人混みでは必ずマスクを

つける、あるいは混雑している場所は控えるのは重要なことです。 

 しかし一方で、家にこもり続けて運動不足にならないよう、定期的に外の散歩やウォー

キングを行うのも重要なので、バランスをとるようにしましょう。 

 何より再確認して欲しいのは、「ウイルス自体の性質は変わっておらず、新型コロナは命

を脅かすウイルスである」という事実です。 

 メディアで目立った報道はなくなりましたが、今でも新型コロナウイルス感染症によっ

て大事な命が奪われている現実があることを肝に銘じ、5類になる前に心がけていた感染

対策、何をしていたかを思い出し、 

・普段の生活習慣を整えること 

・感染対策をすること 

 これらを徹底し、感染拡大に備えて欲しいと強く願っています。 

 


